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研究のまとめ 

 

１ ワーキンググループでの研究による成果と課題 

（１）成果 

 学部研究ではなく，ワーキンググループでの研究を行ったことによる成果としては，教師の生涯学習

への理解が深まったこと，校内研究を全員で行っているという意識がさらに高まったことが挙げられた。

グループの研究結果から次年度の実践に反映できるポイントを抽出したため，各ポイントの根拠となる

エピソードや調査結果とのつながりが明らかになり、重視すべき事柄がより実感を伴ったものとなった。 

 

（２）課題 

 全てのワーキンググループメンバーに役割があったものの，リーダーの負担が大きくなってしまった

ことや，研究スタート時の課題の共有の難しさが挙げられた。また，今年度は研究と授業の結び付きが

希薄に感じられたという意見もあった。授業研究会を各学部年２回実施したが、学部ごとの研究テーマ

をもたなかったため、年間を通して学部内でじっくり話し合う機会が

減少したためだと思われる。教師の多忙化解消のためにも、効率的な

授業改善の在り方については、今後さらに求められる事項であるた

め、全体の校内研究結果が授業改善につながっているという実感が得

られるようにしていきたい。 

 

２ 生涯学習力を高める授業づくりのポイント 

３グループの研究結果より、「生涯学習力」を高めるための授業づくりのポイントを【つながる】【か

かわる】【きづく】【やってみる】とした。新しい環境に出会い、仲間と共に様々なことを体験する中で

【かかわる】、自ら新たな価値に気付き【きづく】、自信をもって行動する【やってみる】ことが生涯学

習力を高めると考えた。学んだことが、他の学びや次の学び、また、自分を取り巻く社会とつながって

いる【つながる】ことを実感しながら学校生活を送ることで、生涯にわたって成長を続けながら、生き

生きと生活する姿につながっていく。これらのポイントは、順番に獲得すべきものではなく、相互に作

用しながら個々の成長を後押しするためのキーワードとして捉えた。 
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各ワーキンググループの考察にもあるように、ポイントとなる一つの言葉の中に様々な意味を含んで

いるため、今後これらを指針として児童生徒のために学校ができることは何かを熟慮し、具体的な授業

実践につなげていきたい。 

 

３ 生涯学習力を高める教育課程編成への提言 

本研究で得られた結果から，「生涯学習力」を高める教育課程編成のポイントについて，次のような示

唆を得た。 

卒業後も様々なことに興味・関心をもち，自ら学びに向かうためには，やりたいことを自分で選ぶ力

を養う必要がある。児童生徒の選択の機会を保障した単元構成を行い，主体的に学びに向かう力を育み

たい。 

また，どのような道筋で学ぶか，どの方法で学ぶかを計画する力（プランニング能力）も必要である。

児童生徒が自ら計画し，実行する経験を重ねることで，卒業後の行動力・実行力につながるような力を

育みたい。 

これらの力を育成するため，学びのつながりや社会とのつながりが実感できる教育課程を編成するこ

とを目指す。特に、社会とのつながりを意識することは生涯学習につながる視点から最も重視したい事

柄である。学習を計画する際に外部とのつながりを常に意識しながら計画を立てていきたい。 

 

 

 次年度は、このポイントを教育課程編成と授業づくりに生かし、「生涯学習力」を高める教育課程の編

成を行う。「私の応援計画」を活用して児童生徒主体の学びを保障し、取り巻く社会との連携を深め、卒

業後も学びに向かい、成長し続ける児童生徒の育成を目指す。児童生徒の成長の様子、関わる社会資源

側の意識変容を詳細に見取り、学びに向かう力を育むと共に、社会とどうつながっていくかを模索しな

がら、実践を重ねていきたい。 
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